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２０２１年２月１４日(日)礼拝メッセージ 

聖書箇所：伝道者の書９章１１～１８節（旧約 P1150） 

タイトル：「知恵は力にまさる」 

 

 今日は、９章後半の箇所から「知恵は力にまさる」というタイトルでお話しします。前回の９章前半の

ところで伝道者は、すべての人に臨む死の問題を取り上げ、すべての人が死人のところに行くのであれ

ば、生きていることに何の意味もないのではないかと問いかける中で、しかし、人には拠り所があること

に気付かされます。生きている犬は死んだ獅子にまさるのです。どんなに偉大なライオンであっても死

んでしまったら何の力もないように、生きていること自体に意味があります。生きている限りまだ望み

があるのです。救い主を信じて永遠のいのちを持つことができます。そして、その神のいのち、神の与え

てくださる一つ一つの恵みを楽しむことができるのです。どんな恵みですか。それはパンやぶどう酒と

いった日ごとの糧もそうですし、ここには「あなたの愛する妻と生活を楽しむのがよい」とありますが、

それぞれの伴侶もまた、神が与えてくださった恵みなのです。だからあなたはいつも白い衣を着よ、頭に

は油を絶やしてはならない、とあるのです(9:8)。「白い衣」とは祭りの装いのことでしたね。油は喜びの

象徴です。ですから、私たちに与えられたこの地上でのいのちの日の間に救い主イエス・キリストを信

じ、神が与えてくださった一つ一つの恵みを楽しめばいいのです。 

 

今日はその続きです。伝道者が再び、日の下で行われていることを見て、その不条理に空しさを感じる

わけですが、その中で知恵について三つのことを見出します。第一に、すべてのことに神の時があるとい

うことです。しかも、人は自分の時を知らないのです。であれば、その時を支配しておられる神にすべて

をゆだね、たとえ問題にぶつかったとしても、神に信頼して祈るべきです。第二に、知恵は力にまさりま

すが、その知恵さえ蔑まれることがあるということです。その知恵とはだれのことでしょうか。イエス・

キリストです。キリストは、私たちを敵の攻撃から守り、滅びから逃れるために十字架に掛かって死んで

くださったにもかかわらず、人々はこのキリストの愛を受け入れず、信じることもせず、自分勝手な道に

進みました。貧しい者の知恵は蔑まれ、その人のことばは聞かれないのです。しかし、十字架のことばは、

滅びる人たちには愚かであっても、救われる私たちには神の力です。(Ⅰコリント 1:18)ですから、第三の

ことは、この十字架のことばに信頼し、このことばに従いましょう、ということです。知恵のある者の静

かなことばは、愚かな者の支配者の叫びよりもよく聞かれるのです。 

 

Ⅰ．人は自分の時を知らない（１１－１２） 

 

 まず、11～12節をご覧ください。「私は再び、日の下を見た。競走は足の速い人のものではなく、戦い

は勇士のものではない。パンは知恵のある人のものではなく、富は悟りのある人のものではなく、愛顧は

知識のある人のものではない。すべての人が時と機会に出会うからだ。しかも、人は自分の時を知らな

い。悪い網にかかった魚のように、罠にかかった鳥のように、人の子らも、わざわいの時が突然彼らを襲

うと罠にかかる。」 

 

伝道者が再び日の下を見ると、そこにもう一つの不条理があるのを見ました。それは、競争は足の速い
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人のものではなく、戦いは勇士の者でもない。パンは知恵のある人のものではなく、富は悟りのある人の

ものではなく、愛顧は知識のある人のものではない、ということです。 

 

「競争は足の速い人のものではなく」そうですね、足が速い人が、必ずしも競争に勝つかというとそう

でもありません。今年の 7 月に延期になった東京オリンピック、開催されるかどうか微妙な状況ですが、

たとえば、世界記録を持っているアスリートがオリンピックで必ずしも金メダルをとれるかというとそ

うとは限りません。思わぬハプニングが生じることがあるからです。 

 

「戦いは勇士のものではない。」それでは、勇敢な兵士がいれば戦いに勝てるのかというと、そうでも

ありません。私は大河ドラマが好きでよく観ていますが、前回は「麒麟が来る」の最終回でした。戦国時

代の武将たちを見ると、必ずしも力のある武将が天下を取ったかというとそうではありません。たとえ

ば、武田信玄はその一人でしょう。「三方ヶ原
み か た が は ら

の戦い」で、徳川軍を撃破すると、いよいよ織田信長の本

拠地・尾張に攻め入ろうとした時、持病が悪化し、やむなく撤退を決めます。1572（元亀 3 年）年 4 月、

武田信玄は病気が回復することなく、甲斐へ戻る途上で 53 歳の生涯を閉じました。戦国最強と謳われ、

天下の織田信長を恐れさせながらも、天下を取ることは叶いませんでした。あの時、武田信玄が病気にな

らなかったら、歴史は代わっていたかもしれません。 

 

「パンは知恵のある人のものではなく、富は悟りのある人のものではなく、愛顧は知恵のある人のもの

ではない。」そうですよね、知恵があるからといって、裕福になるわけではないし、悟りがあるからとい

って、事業に成功するわけでもありません。「愛顧」とは、口語訳では「恵み」と訳しています。新共同

訳では「好意」と訳していますね。「知識があるといって好意をもたれるのでもない。」と。そうですね、

知恵があれば好意を持たれるかというとそうでもなく、逆に煙たがれることもあります。 

 

いったいどうしてこのようなことが起こるのでしょうか。伝道者はその理由を次のように述べていま

す。「すべての人が時と機会に出会うからだ」。どういうことでしょうか。すべての人が時と機会に出会う

からだとは。これはすでに 3 章で言われてきたことです。3 章 1 節に「すべてのことには定まった時期が

あり、天の下のすべての営みには時がある。」とあります。たとえば、生まれるのに時があり、死ぬのに

時があります。植えるのに時があり、植えた物を抜くのに時があります。この時と機会に恵まれなけれ

ば、成功することはできません。どんなに力があっても、どんなに知恵や悟りがあっても、必ずしも成功

するとは限らないのです。問題は、人は自分の時を知らないということです。12 節には、「しかも、人は

自分の時を知らない」とあります。残念ながら、人はその時を知りません。魚が網にかかるように、また、

鳥が罠にかかるように、人の子らにも、突如として試練や不幸が襲いかかることがあるのです。そのよう

にして人はわざわいの時に捕らえられ、最後は死を迎えることになります。それはあんまりではありま

せんか。しかし、それが私たちの人生なのです。であれば、私たちはそのような不確かな世界にあってど

のように生きれば良いのでしょうか。この時と機会を支配しておられる神に信頼し、すべてを神にゆだ

ねて祈るべきです。 

 

私たちクリスチャンは、神の許しなしには何も起こらないと信じています。また、神の愛に応答して全
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力で生きることが、神に喜ばれることであることも知っています。ですから、この神の主権を認め、神を

恐れて生きればいいのです。そうすれば、何も恐れることはありません。すべての出来事は神の御手、神

の摂理の中で起こりますが、神はすべての出来事の中に働いて益としてくださるからです。すべてを神

にゆだね、神のみこころを求めて祈るならば、すべてのことが自分にとって最善となるのです。 

 

主イエスは弟子たちを伝道に遣わされる際に、そこで遭遇するであろう様々な迫害に対して、どのよう

に対処したらよいかを次のように教えられました。マタイ 10 章 28～33 節です。 

「からだを殺しても、たましいを殺せない者たちを恐れてはいけません。むしろ、たましいもからだも

ゲヘナで滅ぼすことができる方を恐れなさい。二羽の雀は一アサリオンで売られているではありません

か。そんな雀の一羽でさえ、あなたがたの父の許しなしに地に落ちることはありません。あなたがたの髪

の毛さえも、すべて数えられています。ですから恐れてはいけません。あなたがたは多くの雀よりも価値

があるのです。ですから、だれでも人々の前でわたしを認めるなら、わたしも、天におられるわたしの父

の前でその人を認めます。しかし、人々の前でわたしを知らないと言う者は、わたしも、天におられるわ

たしの父の前で、その人を知らないと言います。」(マタイ 10:28-33) 

 

有名なみことばですね、「そんな雀の一羽でさえ」。そんな雀の一羽でさえ、神の許しなしに地に落ちる

ことはありません。そんな雀とはどんな雀なのかというと、ここに、二羽の雀が一アサリオンで売られて

いるではありませんか、とありますね。一アサリオンというのはお金の単位ですが、当時の労働者の一日

の賃金相当の額でした。そうですね、仮に時給 1,000 円とすると一日 8,000 円ですが、この十六分の一で

すから、500 円ということになります。そうすると一羽の雀の値段はその半分となりますから 250 円な

のですが、そもそも雀は一羽では売りものにならないのです。二羽セットにしないと商品価値がありま

せんでした。「一羽の雀」とはそのように値がつかないくらい安いもの、価値の低いものを表しています。

そんな一羽の雀でも、「あなたがたの父のお許しがなければ、地に落ちることはない」とイエス様はおっ

しゃったのです。つまり天の父である神様は、一羽では売り物にならないような全く無価値な雀でさえ、

見守っておられ、心に留めておられるのです。であれば、勧めよりも価値があるあなたのために、神が何

もしてくださらないということがあるでしょうか。私たちは自分のことを、全く価値がないとか、無力な

者だと思っているかもしれません。自分の周囲には、立派な人がたくさんいて、あれも出来る、これも出

来ると、いろいろな意味で恵まれている人が沢山いるのに、自分はその人たちに比べて何も出来ない、何

もとりえがないと思っているかもしれない。あるいは、以前は自分もあれも出来たのにこれも出来たの

に、社会の中である地位や役割を持っていたのに、年を取ってきて、あるいは病気になってしまったため

に、その地位や役割を失ってしまった、社会の人々の役に立たない者、むしろ迷惑をかける者になってし

まったと思っている人もいるかもしれません。自分なんていなくなった方が世の中のためなのではない

かと思っているかもしれません。私たちはそのように自分に自信が持てなくなり、無力感に苛まれ、生き

ている価値がないように思ってしまうことがあります。そういう私たちにイエス様はここで、神は一羽

の雀さえも心に留め、見守っておられると言われたのです。 

 

それは雀だけではありません。あなたの髪の毛のことも考えてみなさい、というわけです。30 節には

「あなたがたの髪の毛さえも、すべて数えられています」とあります。一本残らず数えられているので
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す。私たちは自分の髪の毛の数などありません。数えきれないのです。「ああ、また抜けたなぁ」とか、

「大分少なくなってきたなあ」ということくらいはわかりますが、何本あるかなんて数えられません。し

かし、神様はその数まで数えておられるというのです。つまり、私たちが自分のことを分かっていると思

っている以上に神様は私たちのすべてのことを知っておられるということです。それだけしっかりと私

たちのことを見ておられ、関心を持っておられ、私たちに関わろうとしておられるのです。だから、恐れ

ることはないのです。問題は、あなたがこのすべてを支配しておられる神を認め、神を恐れて生きている

かということです。あなたがこの神を認めるなら、神によってあなたも認められます。しかし、もし認め

ないなら、神に認められることもありません。人生の不条理の人生の中で神を恨み、人生を呪い、不平不

満を言いながら生きるのではなく、神を認め、すべてを神にゆだね、神のみこころを求めて祈るべきで

す。そうすれば、すべてのことがあなたにとって最善となるのです。信じますか。 

 

2014 年 10 月号のリビングライフの中に、こんな証が載っています。白血病で闘病中の子どもがいま

した。その子の親はイエス様を信じていませんでした。ある日、教会学校の教師が子どもたちに「神様に

送る手紙」を書かせました。そして子どもたちに「神様が住んでいるところは住所がなくて配達できない

から、私が預かっておいて後から渡しますね」と伝えました。２,３年後、結婚して家の整理をしていた

その教師は、子どもたちの手紙を見つけました。その中に、白血病を患って亡くなってしまったその子の

手紙もありました。そこにはこのように書かれてありました。 

「神様、ぼくは今、本当に痛くて死にそうです。でも、ぼくは自分よりもお父さんの方がかわいそうで

す。ぼくのせいで毎日やけ酒ばかり飲んでいるからです。ぼくは死んだら天国に行くけれど、お父さんは

イエス様を信じていないので天国に行けません。神様！お父さんがイエス様に出会って救われて天国に

行けますように。」 

教師は子どもの家を探してその手紙を父親に渡しました。死んだ息子の手紙を、涙を流しながら読んで

いた父親は、その場にひざまずいて叫びました。「神様、私を赦してください。あの子は今頃天国で私の

ために祈っているはずです。父である私が信じて救われてこそ、あの子の祈りが答えられるのではない

でしょうか。私は、イエス様を信じます。」驚くべき救いのみわざが成し遂げられたのです。(リビングラ

イフ、2014 年 10 月号、P95「ついに答えられた祈り」) 

 

私たちも様々な問題にぶつかることがあります。どうしてこのようなことが起こるのかわからないと

いうような出来事に遭遇します。しかし、それがどういうことなのかがわからなくても、神はすべてをご

存知であられます。すべてのことには定まった神の時があり、天の下のすべての営みには神の時があり

ます。この神の主権を認め、すべてを神にゆだねて祈るとき、神があなたの人生にご介入くださり、ご自

身のみわざをなさってくださいます。そう信じて、神に祈り続けましょう。 

 

Ⅱ．知恵は力にまさる（１３－１６） 

 

次に、13～16 節までをご覧ください。「私はまた、知恵について、日の下でこのようなことを見た。そ

れは私にとって大きなことであった。わずかの人々が住む小さな町があった。そこに大王が攻めて来て

包囲し、それに対して大きな土塁を築いた。その町に、貧しい一人の知恵ある者がいて、自分の知恵を用
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いてその町を救った。しかし、だれもその貧しい人を記憶にとどめなかった。私は言う。「知恵は力にま

さる。しかし、貧しい者の知恵は蔑まれ、その人のことばは聞かれない」と。」 

 

伝道者はまた、知恵について、日の下でもう一つの不条理を見ました。それは彼にとって大きなことで

した。それはどんなことかというと、わずかな人々が住む小さな町がありましたが、そこに強大な王、大

王が攻めて来て包囲し、それに対して大きな土塁を築いたのです。土塁とは、敵や動物などの侵入を防ぐ

ために築かれる防壁のことです。砦ですね。普通は攻めてくる敵の侵入を防ぐために築かれるものです

が、ここでは逆に、その町を攻めるために築かれました。ですから、城壁を破って町に侵入するのも時間

の問題です。 

すると、その町に、一人の貧しい知恵のある者がいて、自分の知恵を用いてその町を救いました。それ

で彼は町の英雄になりましたが、だれもその人のことを記憶にとどめておくことはありませんでした。

彼の存在は完全に忘れられてしまったのです。 

 

それを見た伝道者は、こう言って嘆きます。１６節、「私は言う。「知恵は力にまさる。しかし、貧しい

者の知恵は蔑まれ、その人のことばは聞かれない」と。」どういうことでしょうか。 

確かに、知恵は力にまさります。敵の攻撃から救い出す力があります。聖書は知恵の宝庫ですから、聖

書からの知恵によって危機を脱出したという例がたくさん聞きます。しかし、その知恵がやがて蔑まれ

るようになり、だれにも顧みられなくなることがあるのです。そして、やがて忘れられてしまいます。つ

まり、知恵が無力に感じられことがあるというのです。 

 

これは、私たちの信仰にも言えることではないでしょうか。この貧しい一人の知恵ある者ですが、これ

をイエス様に置き換えることがいます。だれですか?悪魔です。悪魔は、小さな町である私たちを攻め立

てる大王です。そこに砦を築いて攻撃してくるので、私たちの力ではどうすることもできません。 

しかし、その町にいる貧しい一人の知恵者が、その知恵を用いてその町を救ってくださいました。それ

が救い主イエス・キリストです。キリストは、私たちを敵の攻撃から守り、滅びから逃れる道を用意して

くださいました。それが十字架のみわざです。神はキリストの十字架のみわざを通して、私たちを罪から

救う道を用意してくださいました。にもかかわらず、多くの人はこの十字架のことばを受け入れず、キリ

ストを信じることもせず、自分勝手な道に進んで行ってしまいました。貧しい者の知恵は蔑まれ、その人

のことばは聞かれないのです。しかし、「十字架のことばは、滅びる者たちには愚かであっても、救われ

る私たちには神の力です。」(Ⅰコリント 1:18)。 

神はこの十字架のことばを通して、信じる人を救おうとされました。ユダヤ人はしるしを要求し、ギリ

シャ人は知恵を追及しますが、私たちは十字架につけられたキリストを宣べ伝えます。ユダヤ人にとっ

てはつまずき、異邦人にとっては愚かであっても、召された者たちにとってキリストは、神の力、神の知

恵なのです。神の愚かさは人よりも賢く、神の弱さは人よりも強いからです。それゆえ、キリストのこと

ば、十字架のことばを受け入れ、キリストを通して父なる神に感謝をささげる人こそ幸いな人なのです。 

 

あなたは、この貧しい人の知恵のことばを聞いていますか。そのことばを受け入れているでしょうか。

その知恵のことば、十字架のことばに生きていますか。私たちは忘れっぽい者です。すぐに忘れてしまい
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ます。しかし、私たちの人生で多くのことを忘れても、このことだけは忘れないでください。十字架のこ

とばは、滅びる人たちにとっては愚かであっても、救われる私たちには神の力なのです。 

 

 Ⅲ．知恵は武器にまさる（１７－１８） 

 

 第三に、17～18 節までをご覧ください。「知恵のある者の静かなことばは、愚かな者の間での支配者

の叫びよりもよく聞かれる。知恵は武器にまさり、一人の罪人は多くの良いことを打ち壊す。」 

 

 貧しい者の知恵は無視されたり、軽視されたり、忘れられたりしますが、それでも価値があります。

ここには、「知恵のある者の静かなことばは、愚かな者の間で支配者の叫びよりも、よく聞かれる」と

あります。愚かな権力者たちが大声で叫ぶよりも、知恵ある者が静かに語ることばの方が良く聞かれる

のです。より力があるというのです。 

 

例えば、Ⅰサムエル記を見ると、アビガイルという一人の女性が登場します。彼女はナバルという人

の妻でした。ナバルはカルメルという所で事業をしていて、非常に裕福で、羊三千匹、やぎ千匹を持っ

ていましたが、彼はその名のごとく「愚か者」でした。それで、そのすべての財を失いかけますが、そ

の危機から救ったのが妻のアビガイルでした。 

 ある日のこと、ダビデは彼のもとに 10 人の若者を遣わして、何か手もとにある物を与えてほしいと

頼みました。長きにわたる放浪生活で食べ物がなく困窮していたのです。しかし、ナバルの答えはダビ

デの期待を裏切るというか、その気持ちを逆なでするようなものでした。彼はその若者たちに「ダビデ

とは何者だ。エッサイの子とは何者だ。このごろは、主人のところから脱走する家来が多くなってい

る。私のパンと水、それに羊の毛を刈る者たちのために屠った肉を取って、どこから来たかもわからな

い者どもに、くれてやらなければならないのか。」(Ⅰサムエル 25:10-11)と大口をたたいてダビデの要

請をきっぱりと断ったのです。 

それを聞いたダビデは激怒し、部下たちに「各自、自分の剣を帯よ。」と命じ、ただちにナバル討伐

に向かいました。すると、その出来事を聞いた妻のアビガイルは、多くの食べ物をもってダビデのもと

に出で生き、ダビデの足もとに触れ伏してこう言いました。 

「ご主人様、あの責めは私にあります。どうか、はしためが、じかに申し上げることをお許しくださ

い。このはしためのことばをお聞きください。ご主人様、どうか、あのよこしまな者、ナバルのことな

ど気にかけないでください。あの者は名のとおりの男ですから。彼の名はナバルで、そのとおりの愚か

者です。はしための私は、ご主人様がお遣わしになった若者たちに会ってはおりません。ご主人様。今、

主は生きておられます。あなたのたましいも生きておられます。主は、あなたが血を流しに行かれるの

を止め、ご自分の手で復讐なさることを止められました。あなたの敵、ご主人様に対して害を加えよう

とする者どもが、ナバルのようになりますように。今、はしためが、ご主人様に持って参りましたこの

贈り物を、ご主人様につき従う若者たちにお与えください。どうか、はしための背きをお赦しくださ

い。主は必ず、ご主人様のために、確かな家をお建てになるでしょう。ご主人様は主の戦いを戦ってお

られるのですから。あなたのうちには、一生の間、悪が見出されてはなりません。人があなたを追って、

いのちを狙おうとしても、ご主人様のいのちは、あなたの神、主によって、いのちの袋にしまわれてい
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ます。あなたの敵のいのちは、主が石投げのくぼみに入れて投げつけられるでしょう。主が、ご主人様

について約束なさったすべての良いことをあなたに成し遂げ、あなたをイスラエルの君主に任じられ

たとき、理由もなく血を流したり、ご主人様自身で復讐したりされたことが、つまずきとなり、ご主人

様の心の妨げとなりませんように。主がご主人様を栄えさせてくださったら、このはしためを思い出し

てください。」(Ⅰサムエル 25:24-31) 

 

彼女は自分の罪を認めて告白した上で、その罪を赦してほしいと懇願しました。また、自分がダビデ

のもとに来たことで、ダビデが自分の手で復讐することを主が止められたのだと告げ、その主が復讐し

てくださるようにと祈ったのです。それなのに、もしダビデがナバルと戦うというのであればそれは単

なる復讐にすぎず、ダビデの名を汚すことになるので、そういうことをせず、主がダビデを栄えさせて

くださるようにと祈ったのです。 

これは、感情的になっていたダビデにとっては最善のアドバイスでした。もしダビデが感情的になっ

てナバルを攻撃していたとすれば、彼の人生にとって大きな汚点となっていたことでしょう。ですか

ら、アビガイルのことばは、そんなダビデを悪からから救ったといっても過言ではありません。 

 

それでダビデは、イスラエルの神をほめたたえ、ナバル討伐をやめました。そして、アビガイルが持

って来た贈り物を受け取り、彼女の願いのすべてを聞き届けたのです。ダビデはこのアビガイルと出会

わせてくださった神をほめたたえ、神に感謝しました。そして、その後、主がナバルを打たれたので彼

は死に、アビガイルはダビデの妻になりましたが、本当に聡明な女性です。彼女の知恵によって、ナバ

ルの家だけでなく、ダビデ自身も罪を犯すことがないように守られたのですから。その忠告に耳を傾け

たダビデもさすがですが、その忠告をダビデにしたアビガイルは実に知恵のある賢明な人でした。知恵

のある者の静かなことばは、愚かな者の間での支配者の叫びよりも力があるのです。 

 

 一方、一人の罪人は多くの良いことを打ち壊します。知恵は武器にまさりますが、一人の愚か者によ

ってすべてのものがぶち壊されることがあるのです。例えば、今のアビガイルの例で言うなら、ナバル

はそうでしょう。「ダビデとは何者だ」と大口をたたいて、すべてをぶち壊そうとしました。 

それは、10 章 1 節に出てくる死んだハエと同じです。10 章 1 節に「死んだハエは、調香師の香油を

臭くし、腐らせる。少しの愚かさは、知恵や栄誉よりも重い。」とあります。10 章からは、その知恵あ

る者と愚かな者が対比されて語られていきますが、この愚かな者の言動がどのような影響を及ぼすの

かを、死んだハエにたとえているのです。調香師が調合した香油には、高価な価値があります。しかし、

そこに一匹のハエが飛び込んで来て、死んだとしたらどうでしょうか。すべてが台無しになってしまい

ます。香油は異臭を放ち、腐らせます。そんな香油を使いたいでしょうか。たった一匹のハエが香油全

体をダメにするのです。ナバルの言動とは、まさにこの死んだハエのようでした。  

 

 しかし、知恵のある者の静かなことばは、愚かな者の間で支配者の叫びよりも、よく聞かれます。知

恵は武器にまさり、一人の罪人は多くの良いことを打ち壊す。私たちは愚かな人の叫びではなく、静か

に聞こえる知恵ある者のことば、キリストのことばを心に刻まなければなりません。ひとりの知恵ある

者が町を救ったのとは反対に、ひとりの罪人が共同体を壊すことがあります。私たちはこのような愚か
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な者にならないように、いつも悪魔の声、この世の声に警戒しなければなりません。そして、キリスト

のことばを心に蓄え、神の知恵、真理のことばによって共同体を建て上げる者でありたいと思います。

この知恵によって歩む一人一人に、神の力、神の祝福が豊かにありますように。 


